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    地 域 を 育 み 大 陸 を つ な ぐ  

「田んぼとアゲハ蝶」   蜘手 康介 

＜会長の時間＞ 

   副会長   折茂 謙一 

こんにちは。本日は鍋島会長の

代行ですのでなるべく会長に意志

に沿うお話をしたいと思います。

先日島卓三さんのお話をされたので、私は島さんとは直接お話をした

ことはありませんが、島さんに助けられたお話をします。 

私は、平成７年１０月１７日ある事情で突然老人保健施設を建設す

ることを決心しました。県のほうに申請に行ったところ１２月２０日

までに設計図と地主の承諾害を提出するように言われました。早速八

方手を尽くして１０００坪～２０００坪の土地を探し始めました。そ

うこうする内に１１月になりました。近所の人が今ソレイユが立って

いる場所は三方道路に囲まれているので一度見てみなさいとアドバ

イスをしてくれました。まさに理想的な地形です。ここだと決めて設

計図を作成してもらいました。それから地主さんたち一人一人と交渉

をして何とか三人の地主さんはほぼ説得出来ました。四人目の人は貸

すことも売ることも絶対だめだとてんで相手にしてくれません、期限

の１２月２０日には間に合いませんでしたが、どういうわけか提出期

限が１月２０日に延期されました。 

たまたまこのころ脳死状態の島卓三さんの往診を頼まれておりま

した。往診の折、奥様にこのことを話したところ「それは気の毒です

ね。家の人もよくそんなことがありましたよ。職員がだめでしたと言

うと『４～５回ぐらいでは交渉したことにはならない。１０回も２０

囲も行きなさい。最後まであきらめてはだめだ。』と怒っていました。」

とおっしゃいました。それを聞いて素人の自分は１００回２００回は

行かなくては駄目だと思いました。 

年が明けてからも毎日たずねていましたが、土地の話をするならも

う来てくれるなと言われました。では野菜の話を聞かせて下さい、お

願いします。と言ってそれからは毎日たずねては作物の話を聞いてい

ました。１月１９日にいよいよ明日が期限です何とか貸してもらえま

せんか、あの田圃でコメを作るのがわしの生き甲斐だから貸す気も売

る気もないといわれました。その時島さんの最後まであきらめるなと

いう言葉がふと思い出されました。それで分かりました。もともとあ

なたの土地は畑にして花をうえるつもりですから花の代わりにあな

たが作る米を見物させてもらいます。もしあなたが将来借りてほしい

といわれても駐車場にしかならないので、ほかの人の地代の半分以下

になります。それでいいですか。いずれにしても明日１２時に電話を

くださいませんか。と言って別れました。 

１月２０日１２時過ぎても電話がありません。１２時半まで待って

こちらから電話をしましたところ奥様が家の人はいません、裏の畑か

もしれませんといわれるのでとにかく呼んで下さいと頼みました。決

心がつきましたかと聞くとあんたには負けたよということで貸して

もらうことができました。 

 

＜幹事報告＞ 

◎ＲＩ日本事務局より 

・11月のロータリーレートについて    
１ドル ８２円（現行８６円） 

◎飛騨慈光会 夕陽ヶ丘施設長より 
 ・芋ほり収穫祭のお礼 

◎高山市青少年市民会議より 
 ・｢第27回家族スナップ写真展｣と｢第19回家庭の日図画展｣の開催 

案内及びポスター掲示のお願い 
  日  時  １２月３日(金)から１２月５日(日)まで 
  場  所  高山市民文化会館 ２－５、２－６展示室 
  募集期間  １０月１５日(金)から１１月１６日(火) まで 
  作品受付  高山市市民活動部生涯学習課及び支所地域振興課 
  問 合 先  事務局：高山市市民活動部生涯学習課 35-3123 
     
＜例会変更＞ 
可 児………11月  3日(水)は、法定休日のため、休会 

      11月24日(水)は、職場訪問例会のため 
25日（木）ｴｺｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ(可児市塩河)に変更 

＜受贈誌＞ 
岐阜県環境生活部人権施策推進課長(人権だよりＮｏ．４３) 
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＜出席報告＞ 

区分 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 42名 3名 45名 45名 100.00% 

本日 34名 － 34名 45名 73.33% 

 

＜本日のプログラム＞ 米山奨学委員会 

 

米山奨学委員長 

  小田 博司 

 

 本日は、米山奨学

委員会の担当例会で

す。宜しくお願いい

たします。本日のプログラムは、私から、少し悪声を発した

後、昨年の復習として DVDを見ていただきたいと存じます、 

 さて、米山記念奨学事業は、御承知のとおり、日本におけ

るロータリーの創始者、米山梅吉氏の遺徳を記念して東京ロ

ータリークラブが在日外国人留学生に対する奨学事業を始め

たことに端を発し、日本全国のロータリークラブの共同事業

として発展し、昭和４３年、財団法人ロータリー米山記念奨

学会が設立されて現在に至っているところです。 

 この奨学事業の特徴は、寄付を集めて留学生を金銭的に支

援する他、奨学生に対して世話クラブが選ばれ、そのクラブ

の会員の中からカウンセラーを行う会員を募集して奨学生と

交流するというものです。 

 世話クラブについては、奨学生が留学する大学の所在地近

くのロータリークラブが主に活動を行っています。 

 2630地区の統計を見ますと、世話クラブの経験のないクラ

ブ数は１９クラブとなっているようですが、これらの地区に

は該当する大学が存在しないと言う立地的及び大学から遠方

の地にあるとする地理的な理由がありますので、当クラブの

活動の主体は、寄付金の募金活動と言うことになるものと考

えます。 

 2009年度の決算状況を見ますと、寄付金の総額は前年度比、

１億数千万円を下回る金 13億 2600万円のようです。 

 予算計上額は、14 億 5000 円であったため、不足分は流動

資産から補われたようです。 

 支出の大まかな明細は、 

  奨学金        １２億５６００万円 

  奨学金以外の事業費   ２億１００万円 

  世話クラブ等の補助金 

  奨学生への記念品 

 学友会への補助金    １億２２００万円 

 その他広報等費用      ２７００万円 

続いて、2009―2010年における国内ロータリークラブの会

員平均の寄付状況上位に触れてみますと 

  第１位 クラブは １名当たり １５４，０００円 

  第２位 クラブは        ６７，０９０円 

  第１０位クラブは        ５０，３４０円 

  第２０位クラブは        ４０，６８０円 

  第３０位クラブは        ３７，１２５円  

 となっているようです。 

 このように、全国を見渡せば、積極的に活動をしておられ

るクラブ及び会員の方がおられるようですが、単に寄付と申

しましても、その思い、その環境等はそれぞれに大なり少な

りに異なるわけでして、一概に寄付額が大きいからの点をも

っては論じられない部分があるものと思っています。 

この事業の趣旨は、大部分の会員の方には御理解いただけ

るものと考えていますけれども、会員それぞれの思い、そし

て、それぞれの経済状況もあることですから、それぞれの立

場において、お気持ちを頂戴する以外に方法はないものと考

えています。 

私は、多くを寄付できる環境にはありません。その身で皆

さんに寄付をお願いすることは、いささか辛うございまして、

声を低くしてお話し、お願いする訳であります 

本年も、会員の皆様に、お気持ちを頂戴したくお願いする

わけでありますが、それぞれの思いで、この事業に御協力く

ださいますようお願いする次第です。 

ところで、米山学友の出身国を挙げて見ますと、中国２７％、

韓国２５％、台湾２２％、その他アジア諸国２１％であり、

皮肉にも中国は経済、軍事共に世界第２位にまで成長した国

であり、また、他の二国も日本に劣らぬ経済国となりました。 

中国は、１０億の民が居るとしても、貧富の差が激しく貧

しい民が多いともきくところですが、今日の世界感において、

後進国といわれたていた国々が経済的にも産業的にも成長し、

日本の国益が脅かされつつもあり、日本経済の衰退と日本国

民の暮らし方そのものが揺らぎ兼ねない状況は、この事業に
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対する従来的な方策の踏襲に少し疑義を感じる点も多々ある

かと思われますが、今しばらくは、このまま継続されるでし

ょう。 

思いは、それぞれにありましょう。事業の原点は、民間外

交として世界に平和の種子を蒔くこと。そして、未来に向か

って平和の架け橋をかけることを趣旨としているところにあ

ります。どうか、この趣旨を御理解賜り、この活動に御参画

いただきますようお願い申し上げます。 

なお、御寄付いただいた額については、当然に、税制面の

優遇措置が受けられます。関係書面は財団事務局から発行さ

れますので、事務局までお尋ねください。 

今日は、小冊子を配布させていただきます。関心のある方

はお目通しいただき、また、米山奨学会のホームページもあ

るようです、こちらも見てくだされば幸いに存じます。ホー

ムページについては、ＩＤとパスワードが必要です。私又は

事務局までお申し出ください。 

 有り難うございました。引き続いてＤＶＤを見ていただく

ことといたします。 

 

＜ニコニコボックス＞ 

●中村 良平さん 

明日・明後日の地区大会で運営協力の皆様、朝早くからよろ

しくお願いします。来週、母・妻別に旅行に行きます。一人

ぽっちの夜にいかに過ごすか、今からワクワクしています。 

●小田 博司さん 

本日は、米山奨学委員会担当例会です。米山奨学事業の趣旨 

をご理解いただき、お気持ちを頂戴したく、一口 5,000円以 

上とさせていただきたいと存じます。後ほどつたないお時間 

を頂戴いたします。 

●平 義孝さん 

高山 3 ロータリークラブの広報・情報委員会で、地区大会に

向けて市民の皆様にロータリークラブの活動、また理解を求

めてチラシ折込をいたしました。その節ガバナー補佐伊藤松

寿さんに原稿の面で大変お世話を掛けました。ニコニコで御

礼申し上げます。 

●平 義孝さん 

妻の誕生日に西ＲＣから美しい花束を贈っていただき、それ 

に子供がケーキを持って来て楽しい一夜になりました。あり 

がとうございました。そして感謝。 

●田近 毅さん 

国際芸術祭｢あいちトリエンナーレ 2010｣で愛知芸術劇場大ホ

ールにおいて各流派の家元や代表が出演する『日本舞踊名花

撰』に妻が出演しました。  

●中林 和夫さん 

17日荘川カントリークラブ愛荘会で優勝いたしました。賞品

の一部をニコニコへ。 

●米澤 久二さん 

過日焼岳へ家内と登ってきました。いつも不安いっぱいで登

っていますが、年々体がきつくなっています。今年は一週間

程足の筋肉が痛く、階段の昇り降りも出来ませんでした。ち

なみに熊も出ませんでした。『おいしそう』には見えなかった

と思います。 

●斎藤 章さん 

何も良い事がないこの頃ですが、ニコニコが寂しいとの事で。 

●井辺 一章さん 

なかなか会社も売り上げが伸びません。でも今後は良い事が

あります様に!! 

●小森 丈一さん 

無事である事に感謝して。 

●堀川 和士さん 

ニコニコ委員長なので、responsibility(責任)を果たします。 
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